
   

 

 

 

 

実施日：平成 22年 9月 23 日、24 日 

時間：9：00－16：30 

 

講座の概要 

これまで本学で災害看護教育を行ってきた教員が、具体的な教育内容を含め

ながら、災害看護の教え方について、講義を行いました。特に災害時要援護者

を対象として、災害後の中・長期的な健康問題と看護ケアについて、を詳細に

お伝えしました。 

 

講座プログラム 

 

2010 年 9 月 23 日（木） 

時間 内容 担当教員 

9:00-10:30 災害看護について 山本あい子 

10:40-12:00 慢性疾患患者と災害 森菊子 

13:00-14:00 
災害とプライマリ・ヘルスケア 

国際的支援活動を中心に 
森口育子 

14:00-15:00 女性と災害看護 山本あい子 

15:15-16:30 災害と情報 神崎初美 

2010 年 9 月 24 日（金） 

9:00-10:30 高齢者と災害看護 松岡千代 

10:40-12:10 小児と災害看護 片田範子 

13:00-14:30 被災者および援助者の心のケア 近澤範子 

14:40-16:10 
地域における災害後中長期の看

護についての教育 
牛尾裕子 

 

 

 



◆ 災害看護について 

講師：兵庫県立大学地域ケア開発研究所 所長・教授 山本 あい子 

 

災害看護を教えるにあたり、本学で行っている教育について、大学、大学院

で教えている科目と単位に関して説明したうえで、科目内容については具体的

な例（災害看護学概論；災害の定義、災害の種類、災害サイクルを含め、災害

についての知識）を講義しました。 

 また、過去に行った看護職向け教育プログラム（ワークショップ等）につい

て、プログラム内容の詳細を説明し、講義をしました。 

 

◆ 慢性疾患患者と災害 

講師：兵庫県立大学 生涯広域健康看護Ⅰ 准教授 森 菊子 

 

災害による慢性疾患患者への影響と、研究より得られた具体的な健康ニーズ、

その健康ニーズに対応するための看護について講義しました。本学で災害看護

学概論を担当しており、具体的な講義内容を説明しました。また、ＣＯＥプロ

グラムで作成された慢性疾患患者の方への小冊子を配布し、その内容について

説明しました。 

 

◆ 災害とプライマリ・ヘルスケア 国際的支援活動を中心に 

講師：兵庫県立大学地域ケア開発研究所 教授 森口 育子 

 

 先進国と開発途上国では健康の格差があり、国連ミレニアム目標達成や

WHO/UNICEF の提唱するＰＨＣが推進とされています。特に災害時には被災国、

被災地の状況に応じた支援が重要です。兵庫県立大学ＣＯＥ災害看護プログラ

ムで実施したスマトラ沖地震後３年間のインドネシアでの現地調査と支援活動

事例を通して、中・長期のＰＨＣ活動と人材育成の重要性について講義をしま

した。 

 

◆ 女性と災害看護 

講師：兵庫県立大学地域ケア開発研究所 所長・教授 山本 あい子 

 

災害時における妊産褥婦の健康上の問題、およびそのケア方法について講義

しました。災害時に妊産褥婦とその家族に見られた、身体の反応、こころの反

応、生活の変化、人との関係性の変化について説明しました。それらの反応に

対して、看護職としての援助方法を述べ、最後に災害に備えるためにできるこ



とについて述べました。 

 

◆ 災害と情報 

講師：兵庫県立大学地域ケア開発研究所 教授 神崎 初美 

 

災害と情報についての最近の動向と、災害看護に携わる専門家が知っておく

べき災害と情報に関する知識について紹介しました。 

主な内容は、災害時の情報伝達体制・避難のタイミングと避難勧告・災害時

の通信手段と必要な情報・被災地内外での情報伝達の体験・有用な Web サイト

の紹介と解説 などについて説明しました。 

 

◆ 高齢者と災害看護 

講師：兵庫県立大学 生涯広域健康看護Ⅰ 准教授 松岡 千代 

  

高齢者と災害看護について教育を行う上でのポイント（通常の高齢者看護の

課題、災害時特有の健康、生活問題、そして日頃からどのような準備ができる

のか）を説明したうえで、具体的に高齢者と災害看護について、講義しました。

高齢者が災害時に遭遇するリスク、生活問題への対処方法（食事、排泄、清潔、

活動性低下の問題等）と健康問題（健康状態悪化のアセスメント方法）と、予

防や対処について説明しました。 

 

◆ 小児と災害看護 

講師：兵庫県立大学 生涯広域健康看護Ⅱ 教授 片田 範子 

 

 小児と災害看護を教育する上で含めた方が良い内容（子どもの解剖生理、行

動特性、子どもが存在するところ、災害時に何がおきるかの想起）を説明し、

子どもにとっての災害とは、体への影響、反応、発達段階から考えるパニック

について講義しました。また、研究で行ってきた病棟で日々活用できるツール

の開発について説明し、災害時のケアについての小冊子を紹介しました。 

 

◆ 被災者および援助者の心のケア 

講師：兵庫県立大学 生涯広域健康看護Ⅱ 教授 近澤 範子 

 

 授業内容の構成および提供する専門知識と技術、伝え方のポイントと留意点

について、本学での講義をもとに説明しました。具体的には、災害による心理

的影響（心的外傷後ストレス反応、喪失体験と悲嘆反応など）、被災者への心



のケアの要点とアプローチの技法、救援活動による心理的影響とストレスマネ

ジメントの方法、援助者のメンタルヘルス支援について講義しました。 

 

◆ 地域における災害後中長期の看護についての教育 

講師：兵庫県立大学 生涯広域健康看護Ⅱ 准教授 牛尾 裕子 

  

本学で行っている災害看護論の紹介と災害後中長期の看護の講義例について、

説明しました。災害看護論に関しては、講義目的と学習目標を述べられ、講義

内容の構成を説明しました。さらに、避難所、仮設住宅における保健看護活動

について、災害後中長期の健康ニーズと避難所、仮設住宅での具体的な活動の

ポイントを説明しました。また、本学で行っている講義での課題の紹介をし、

課題を出されているポイント等を説明しました。 

 

 


